障害のある子どもを育てる過程の障害受容における父親の役割
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〔 目 的 〕

　障害児の親がわが子の障害をどのように受容するか、ということは長く問題とされてきたが、その調査・研究方法はいまだ確定的でない。従来の研究では、親といってもその対象は母親にほぼ限定されており、父親の障害受容のあり方についてはほとんど明らかにされていない。論文題目検索システムＣＩＮＩＩを用いて「障害」「受容」「親」で検索すると、その大多数が「母親」に関するものであることがわかる。従来の研究方法、文献の分類については桑田ほか(2004)に詳しい。

　しかし子と長くかかわる母親が障害を受容するにあたっては、父親による支援が必要であり、父親の支援の質は、父親がどのように子の障害を受容しているかが深くかかわってくると思われる。そこで障害受容について父親に焦点をあて、そのあり方を探った。さらに、その父親が母親の障害受容のために、どのような役割を担っているのかを探った。

〔 方 法 〕

　従来多く採られてきた質問紙法・面接法では限定された一時点の状態を調査者の意図に沿ってしか把握することができないが、手記ならば比較的長い期間の自由な様子をうかがい知ることができる。障害児をもつ親の手記を検討し、実際に親たちが直面している問題について、さらにその問題を乗り越える姿、過程について抽出した。

　また、大江健三郎作品に焦点をあてる。大江は28歳のときに長男・光が脳に障害をもって生まれて以後、親が子の障害を受容するということについて、文学作品や講演、リハビリテーション医・上田敏との対談、ＮＨＫのテレビ番組など、多くの場で語っている。本稿では大江の障害受容についての考え方と、障害児とその家族の文学作品での描かれ方を照らし合わせながら、親の障害受容の実際と父親の役割について考えた。

　文学作品は虚構のものではあるが、大江は実体験に基づいて、障害のある子どもと、その子を育てる親を多く描いている。これは広い意味で手記の一種であると考えられる。『ヒロシマ・ノート』『空の怪物アグイー』『個人的な体験』などから、大江の障害受容のあり方を探った。『父よ、あなたはどこへ行くのか？』『ピンチランナー調書』『新しい人よ眼ざめよ』『静かな生活』などから、障害を受容しつつ、その後どのように親の心情が変化していくのか、父親の役割について考察した。

〔 検討のまとめと考察 〕

１．障害児をもつ親の手記から見えてきたもの

　障害児をもつ親の手記は、母親が書いていることが多い。しかしその中で、父親（夫）からの助言をもとに行動したことが障害受容への大きな一歩になっている例が多々見受けられる。たとえば西原由美(1997)『海くんが笑った。』では、母親が子の障害を受容する最も大きなきっかけとなったのは家族新聞を書く（以前書いていたものを復刊した）ことだったが、それを勧めたのは父親だった。母親は現状を見つめるのが辛いために文章を書いたり子の写真を撮ることに抵抗を覚えていたが、父親が背中を押したのである。そのように母親が前に進めるように後押しする姿が、『旨味。』(マザーズ・ジャケット、2004)では一番はじめのエピソードとして描かれる。また、障害児を育てている母親の第一の相談相手は夫（父親）であるというアンケート結果もある（ぽれぽれくらぶ、1995）。

　雑誌『みんなのねがい』で連載されている「この子と歩む」シリーズには、母親と父親の手記が同時に同じ誌面に載ることがある。そのような記事を確認すると、父親と母親の姿勢、同じ出来事でも理解の仕方が違うことがわかる。母親とは違うことを行おうとしている父親の姿が見えてくる。

　さらに、社会へ出て働く父親ならではの行動が見られる。出産や育児によって一時的に社会から離れる母親のかわりに、社会へのつながりを保つことである。生まれた子どもに障害があった場合、積極的にそれを地域社会に訴えていく必要があるときには特に大きな力となる。母親が障害のある我が子を学童保育へ通わせたいと役所へ行って断られて帰ってきて、父親は住民監査請求を行った例がある（『みんなのねがい』2005年4月号）。西原家（前掲書）でも、事故についての調査書を書いたのは父親であった。

２．大江健三郎作品の示唆するもの

　障害児の父親である大江健三郎作品を時系列に並べて読んでいくと、障害児を引き受けるか否かで迷う若い父親が次第に障害児を受容し、安定した生活へと進み、さらに障害を積極的に肯定する考え方へ発展していく様子がうかがえる。しかしその受容は固定化するものではなく、何かの危機、転換期によって揺らぐこともある。その揺らぎの時期を乗り越えることで、もう一段進んだ受容をすることができる、そのような受容の考え方を大江は「仮の受容」と呼んでいる（上田敏との対談、1989）。また障害（者）の積極的な意義についても講演で語っている（第９回全道肢体不自由児者福祉大会、1981年10月）。

　大江作品を「障害を受容するまで」と「障害受容後から父親の役割」の２つの時期に分けて考えた。障害を受容するまでには、まず障害のある我が子が存在すること自体を認めるか否かの逡巡からはじまった（『個人的な体験』）。その選択について考えることで、子どもを見棄てては自分も生きていけないという最悪の結論から立ち上がる（『空の怪物アグイー』）。広島で原爆に立ち向かった医師たちを「正統的な人間の一典型」と名付け、その生き方から「蛮勇（気）」「屈伏（の拒否）」「ねばりづよい持続」というキィワードを得る（『ヒロシマ・ノート』）。

障害のある子どもを引き受けることを決め、その子どもとコミュニケーションする方法を模索していく。音声言語での会話は成立しないが、体にふれることで父親にことばを伝え、それを受け取った父親が増幅して子どもへ返すというコミュニケーションの方法が考えられている（『父よ、あなたはどこへ行くのか？』）。そして父親だけではなく、他の人ともコミュニケーションできるようになっていく様子が『洪水はわが魂に及び』で描かれ、その方法を発展させて社会へ訴える力を持つと意味づけたのが『ピンチランナー調書』であった。次第に障害を受容し、安定した家族生活を送るようになったが、再び家族に危機が訪れ、受容は「仮の受容」であったことがわかるのが『新しい人よ眼ざめよ』である。危機を家族で乗り越えるが、乗り越えるための最初の一歩を踏み出す父親の姿が描かれている。
３．親の障害受容における父親の役割

　以上、さまざまな手記を検討したことから、障害受容における父親の役割は

①母親の精神的な支え

②母親とは違う視点から母親が意識化・言語化していない事柄に意味づけ・発想の転換を行う
③社会へのつながりをつくる

の３点にまとめられると考えた。

　このような役割は大江作品からも読み取れた。一人の父親の障害受容過程、その後のあり方を例として検証してきた。文学作品上では「仮の受容」が達成された状態を一歩ずつ描くことで、少しずつ障害が受容され、さらに障害というものを積極的に意義あるものとして意味づけるに至っていた。家族がそのような認識に立つための父親の役割が、確かに果たされていることが、大江のさまざまな仕事からわかった。
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